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「読むこと」第６分科会（文学的な文章を中心に）
１　提案要旨
２年次実施アンケートにより，コミュニケーションに苦手意識をもつ生徒が４割いることが明らかになった。自分の思いを正確に伝えられなかった経験をした生徒は８割に上り，語彙が少ないことや，適切な表現がわからないことに起因するものがほとんどであった。そこで，国語の授業を通して語彙を増やし，自分の思いを正確に伝えるために，言葉を吟味して用いるような姿勢を育てたいと考え，研究に取り組んできた。
文学的文章では，登場人物同士の会話や行動，情景描写などにより，登場人物の心情を想像することができる。本文中の言葉を根拠に，登場人物の人物像を考えさせ，より適切な言葉で表現するという課題を設定し，吟味し合うという活動を取り入れた。吟味する活動をメインにすることで，生徒は根拠となる表現を選び抜く力や，それをもとにより適切な言葉を調べたり選んだりして表現しようとする意識を高めることができると考え，取り組んできた。
２　実践の概要
(1)　研究の視点
　登場人物の人物像を正しく捉え，正しく表現することに焦点を当てた授業
事例１　２年生 「盆土産」｢字のない葉書｣　父親の人物像を捉える授業
　　　事例２　３年生　｢握手｣　ルロイ修道士の人物像を捉え，吟味し合う授業
　(2)　研究の実際
　　①　登場人物の人物像を，自分の言葉で表現する。本文中の複数の根拠となる言葉を付箋に書いてグループ内で提示し合い，より適切な表現を目指して，吟味し合う場を設ける。
　　②　表現の細部にこだわり，正しく読み取る。本文中の言葉を取り上げ，似た言葉と比較し，意味の違いを考えさせる。
３　成果と課題
(1)　成果
　　３年次実施アンケートでは，中学校入学時と比較し，自分のコミュニケーション
能力の高まりを感じている生徒は８割以上であった。弁論大会などの作文や生活記
録などの文章を書く際，自分なりに推敲したり，教師に助言を求めたりなど，自分
の思いにより近い表現にしようと，言葉に「こだわり」をもつ生徒が増加した。
 (2)　課題
　　　　生徒が表現の細部を読み取り，生徒主体で言葉を吟味する力を付ける必要がある。
疑問をもちながら話し合いに参加し，表現を吟味し合えるような課題の設定や，話
し合いが深まるような問いを投げかけるタイミングを工夫することが重要である。

